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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 ）  
 

WRAP（ Wellness  Re co very Act ion  Plan； 元 気 回 復 行 動 プ ラ ン） と は， 精 神 障 害 を 持つ 当 事

者 に よ っ て ア メリ カ で開 発 さ れ た プ ログ ラ ムで あ り ， 自 分 自身 の 心身 を よ い 状 態 に保 つ ため の

知 恵 や 工 夫 を 仲間 と とも に 交 換 し な がら ， みず か ら の 望 む 生活 や 人生 の 実 現 に 向 けた 道 のり を

支 え 合 う も の であ る （ Mary  El len  Co pe land ,  1997）。 WRAP に は ， 仲 間 が 集 ま っ て 学 び合 う

“ WRAP ク ラ ス ”と ，自 分 な り の 対 処方 法 をま と め て い つ でも 使 いや す く し て お く“ WRAP プ

ラ ン ”と い う 2 つ の 方 法が あ り ，WRAP ク ラ ス を 通 し て 得 た 生活 の 工夫 を 自 分 な り の WRAP プ

ラ ン に ま と め て日 々 の生 活 に 生 か す とい う 流れ が よ く 見 受 けら れ る。  
大 学 生 と い う 年代 は ，多 様 な 他 者 と の関 係 の中 で ， さ ま ざ まな 学 びや 体 験 を し な がら 生 き方

を 模 索 し ， 社 会人 と して の 準 備 性 を 高め る 大切 な 時 期 で あ るが ， その 途 上 で は 自 分自 身 のさ ま

ざ ま な 課 題 に 直面 す るこ と も 多 く ， 自分 の 心身 の 健 康 を 保 ちな が ら安 定 し て 人 と 関わ り ，建 設

的 な 関 係 を 築 く対 人 関係 構 築 力 を 高 める こ とが 欠 か せ な い 。近 年 ， WRAP は 精 神 的 な 困 難 の有

無 に 関 わ ら ず 幅広 い 対象 者 に 役 立 つ こと が 明ら か に な っ て いる が ，こ の プ ロ グ ラ ムが こ うし た

大 学 生 の 対 人 関係 構 築力 の 向 上 に も 貢献 し うる の か は ま だ 明ら か にな っ て い な い こと か ら， 本

研 究 で は ， WRAP を 大 学 生 向 け に ア レン ジ した「 キ ャ ンパ ス WRAP」を 開 発 して 予 備 的 に施 行

し ， 対 人 関 係 構築 力 の向 上 に 関 す る 知見 を 得る こ と を 目 的 とし た 。  
 キ ャ ン パ ス WRAP ク ラス は ，WRAP 公 認 フ ァシリ テ ー タ ー の もと で 2011 年 4 月 ~2012 年 3 月 に

週 1 回 、 1 回 2 時 間 実 施 し た 。従 来 の WRAP ク ラ ス の 進 め 方 を参 考 にし な が ら も ，１ 回に 複数

の テ ー マ を 扱 える よ うに す る な ど ， プロ グ ラム の 密 度 を 高 める 工 夫を し た 。 参 加 者は 学 内へ の

ポ ス タ ー 掲 示 ， Web で の 告 知 ， 教 員 の声 か けに よ っ て 集 め られ た 。年 間 の 参 加 者 数は 実 人数 で

22 名 で あ り ， 各 回 の 参加 者 数 は 8～ 12 名 で あ っ た 。 22 名 中 ， み ず から の 課 題 の 克 服を 視 野に

入 れ て 参 加 し た学 生 が 13 名 ，幅 広 い 学 び を 求めて 参 加 し た 学 生 が 9 名で あ っ た 。み ずか ら の 課

題 と 向 き 合 う ため に 参加 し た 学 生 は 13 名 中 12 名 が 継 続 的 に 参 加 し，非 常 に 高 い 割 合で プ ログ

ラ ム に 定 着 し たこ と から ， 特 に ニ ー ズの 高 い層 で あ る こ と が示 唆 され た 。 一 方 で ，幅 広 い学 び

を 求 め て 参 加 した 学 生も 9 名 中 4 名 が 継 続 的 に 参 加 す る な ど， 多 様な 層 の 学 生 が 関心 を 持っ て

い る こ と が 示 され た 。  

 キ ャ ン パ ス WRAP の 効果 を 検 討 す る ため ，特 に中 心 的 に 参 加 し た 6 名の 学 生 と フ ォ ーカ ス グル

ー プ を 2 回 実 施 し ，内容分 析 を お こ な った 結 果 ，「 安 心 感 の増 加 」「 自 己肯 定 感 の 増 加 」「 自 己 コ

ン ト ロ ー ル 力 の向 上 」「人 と つ な が る 力の 向 上」 の 4 つ の 効 果 が 抽 出さ れ た 。 そ の 後 2012 年 3

月 に は ， WRAP 参 加 学 生 6 名 の 積 極 的 関 与 の もと， 日 本 学 校 メ ンタ ル ヘル ス 学 会 に お い て WRAP

ワ ー ク シ ョ ッ プを 実 施し ，多 く の 参 加者 の 好 評を 得 た 。さ ら にこ の と きの 成 功 体 験 に 支え ら れ ，

学 生 の 活 動 の 場は ，キ ャン パ ス WRAP の 枠 を こ えた ネ ッ ト ワ ー ク作 り ，学外 で の 他 団 体 によ る ワ

ー ク シ ョ ッ プ への 参 加 ，フ ァ シ リ テ ー ショ ン スキ ル の 学 び な どへ と 急速 に 広 が り つ つあ る 。WRAP

を 通 し て 醸 成 され る 対人 関 係 構 築 力 が， 単 なる ス キ ル ベ ー スの 学 びで は な く 、 自 己の 存 在の 肯

定 と い う 根 源 的な 感 覚に 根 ざ し た も ので あ るか ら こ そ ， こ のよ う な幅 広 い 展 開 が みら れ てい る

可 能 性 が あ る 。こ う した 力 は 、 学 生 が社 会 に出 て 有 為 の 人 材と し て活 躍 し て い く うえ で 不可 欠

の も の で あ る。今 後 は，キ ャ ン パ ス WRAP の 発 展形 と し て 、よ り 高 次 の対人 関 係 構 築 力 であ る ネ

ッ ト ワ ー ク 形 成力 や ファ シ リ テ ー シ ョン 力 の育 成 へ と つ な げる 仕 組み の 開 発 が 期 待さ れ る。  

 



研究成果発表方法  
 

福 井 里 江「 キャ ン パ ス WRAP～ 学 生 一 人 ひと り の生 活 や 人 生 の 充実 を めざ し て ～ 」学校 メ ン タル

ヘ ル ス 学 会 第 15 回 大 会シ ン ポ ジ ウ ム「 学 校 の居心 地 感 の よ さ を求 め て 」， 2012 年 3 月 ，東 京 . 

大 森 美 湖 ・ 福 井里 江 ・増 川 信 浩 「「 キ ャン パ ス WRAP～ 大 学 生 向け 元 気回 復 行 動 プ ラ ン体 験 ～」

学 校 メ ン タ ル ヘル ス 学会 第 15 回 大 会 ミ ニ ワ ーク シ ョ ッ プ ， 2012 年 3 月 ， 東 京 . 
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